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わたしには、９６さいのひいおばあちゃんがいます。わたしのおかあさんもおとうさんも、おばあちゃ

んもおじいちゃんも、しごとがあります。だからわたしは、小学校がおわるといつもひいおばあちゃんの

いえにかえります。 

ひいおばあちゃんは、ながいじかんあるいたり、げんきにあそんだりできません。でも、わたしがかえ

ると、いつもわたしのすきなおやつをいっしょにかいにいってくれたり、ティッシュをまるめてなげて、

わたしがよけるゲームをしたりしてくれます。わたしはこのゲームがだいすきです。 

ゲームのあとは、 

「あつくないで。どれでも、すきなものをのみよ。」 

といって、おちゃとりんごジュースとココアをつくえにならべてくれます。ひいおばあちゃんは、わたし

のすきなものをよくしっているなあ、とおもいます。 

 まいしゅうすいようびは、ひいおばあちゃんがデイサービスにいきます。デイサービスからかえるの

は、ゆうがたの５時ごろだから、わたしが学校からかえるほうがはやいときがあります。だれもいない家

にいるのは、すこしさみしいです。 

５時がちかづくと、とけいをなんどもみてしまします。ひいおばあちゃんがかえってきて、ドアをあけ

たしゅんかんはすごくホッとします。いつものやさしいえがおで、 

「ただいま。」 

といってくれると、とてもうれしいきもちになります。やっぱりひいおばあちゃんがいると、あんしんし

ます。だけどときどき、わたしはすこしはずかしくて、ひいおばあちゃんがやさしくしてくれたのに、 

「ありがとう。」 

と、いえないこどがあります。でも、わたしが、ひいおばあちゃんのてつだいをしたときは、ひいおばあ

ちゃんは、かならずわたしに、「ありがとう。」といってくれます。 

そのときは、わたしのこころがあたたかくなって、えがおになります。うれしいです。だから、これか

らは、はずかしがらずに、 

「ありがとう。」 

と大きなこえでいえるようになりたいです。そういわれると、ひいおばあちゃんもきっと、うれしいきも

ちになるとおもうからです。 

わたしが、もっと大きくなったら、ひいおばあちゃんを、おかいものにつれていったり、おちゃをいれ

てあげたりしたいです。ひいおばあちゃんに、いっぱいやさしいこえをかけて、たくさんえがおでいてく

れるようにしたいとおもいます。 

 だいすきなひいおばあちゃん。いつもありがとう。ながいきしてね。 


